
萩商工高校
ラグビーなど部活動　

　全国高校ラグビー大会では、萩商工高校ラグビー部は山口県
大会予選・準決勝で山口高校に惜敗し、2015 年以来の花園
出場は果たせなかった。出場は長門市の大津緑洋高校。今年
9 月 20 日～ 11 月 2 日には日本で「ラグビーワールドカップ
2019」が開催される。野球部は春の選抜高校野球大会の「21
世紀枠」候補として山口県推薦校に選らばれるも出場はならず、
夏の甲子園大会に向け練習に励んでいる（3 ページ）。少林寺
拳法部は 3 月 23 日～ 25 日、全国高校少林寺拳法選抜大会に
男女とも自由組演武などに出場する。
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今
後
10
年
の
指
針
と
な
る
「
地
域
産
業
振
興
構
想
」、

「
ひ
と
づ
く
り
構
想
」
を
策
定

　

昨
年
６
月
に
策
定
し
た
「
萩
市
基
本

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
12
月
に
今
後
10
年
間
の

指
針
と
な
る
「
地
域
産
業
振
興
構
想
」、

「
萩
市
ひ
と
づ
く
り
構
想
」
を
策
定
し

た
（
全
文
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
）。

萩
の
強
み
を
生
か
し
た
稼
げ
る

産
業
を
構
築

「
地
域
産
業
振
興
構
想
」

　
豊
富
な
農
林
水
産
物
資
源
や
、
自
然

環
境
、
歴
史
・
文
化
資
源
と
い
っ
た
観

光
資
源
な
ど
、
萩
市
の
強
み
に
磨
き
を

か
け
、地
域
の
稼
ぐ
力
を
伸
ば
す
た
め
、

官
民
が
知
恵
を
絞
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

■
萩
市
の
強
み

・
豊
富
な
農
林
水
産
物
資
源
（
豊
か
な

食
資
源
）

・
豊
か
な
自
然
環
境
と
歴
史
・
文
化
資

源・
観
光
都
市
と
し
て
の
知
名
度

・
住
み
よ
い
居
住
環
境

　
例
え
ば
、
豊
富
な
水
産
物
資
源
が
ビ

ジ
ネ
ス
で
生
か
さ
れ
て
い
る
「
ア
マ
ダ

イ
」。
懐
石
料
理
の
高
級
素
材
と
し
て

珍
重
さ
れ
、
漁
獲
量
は
山
口
県
が
全
国

１
位
（
２
位
は
長
崎
県
）。
萩
市
が
山

口
県
内
の
約
７
割
を
占
め
「
萩
の
あ
ま

だ
い
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
、

全
国
の
市
場
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

■
萩
市
の
弱
み
・
課
題

・
技
術
・
技
能
者
の
減
少
と
高
齢
化

・
若
年
世
代
の
地
域
外
流
出
・
人
材
不

足・
公
共
交
通
や
道
路
網
の
整
備
の
遅
れ

・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
過
疎
化
の
進

行・
特
産
品
（
食
品
）
の
知
名
度

　
例
え
ば
、「
金
太
郎
」（
ヒ
メ
ジ
）
は

良
質
な
素
材
で
あ
り
な
が
ら
日
持
ち
が

し
な
い
た
め
、
安
価
で
地
元
流
通
さ
れ

知
名
度
も
な
か
っ
た
。
有
名
シ
ェ
フ
と

の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
商
品
開
発
な
ど
で
首

都
圏
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
成
功
し

た
。

地
元
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育
て

る
「
ひ
と
づ
く
り
構
想
」

■
萩
市
の
状
況

　
人
口
は
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年

の
９
万
７
７
４
４
人
を
ピ
ー
ク
に

年
々
減
少
し
、
２
０
１
７
年
に
は

４
万
８
８
９
５
人
と
ピ
ー
ク
時
に
比
べ

半
減
し
、
将
来
的
に
も
更
な
る
人
口
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。

　
若
者
の
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
少
子
高
齢
化
も
急
速
に
進
展
し
て

い
る
た
め
、産
業
の
担
い
手
が
不
足
し
、

産
業
や
地
域
の
活
動
が
年
々
縮
小
し
、

活
力
が
低
下
し
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
何
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

将
来
的
に
消
滅
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
危
機

的
状
況
に
あ
る
。

■
目
指
す
ひ
と
づ
く
り

　
明
治
維
新
に
活
躍
し
た
多
く
の
人
材

を
輩
出
し
た
誇
る
べ
き
歴
史
が
あ
る
一

方
、過
去
の
歴
史
に
頼
る
意
識
も
あ
り
、

新
し
い
こ
と
や
変
え
る
こ
と
に
踏
み
出

せ
な
い
閉
鎖
的
、
保
守
的
な
側
面
も
見

受
け
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
保
守
的
な
風
潮
を
突
き
破

り
、
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
意
識
や
考

見
島
高
速
新
船
「
ゆ
り
や
」

４
月
か
ら
就
航

　

萩
海
運
有
限
会
社
で
は
、
見
島
～
萩

間
に
就
航
し
て
い
る
高
速
貨
客
船
「
お

に
よ
う
ず
」
の
老
朽
化
に
よ
り
、
新
船

「
ゆ
り
や
」
を
建
造
、
昨
年
12
月
13
日

に
進
水
式
が
行
わ
れ
、
４
月
１
日
か
ら

就
航
す
る
。

　
現
行
の
「
お
に
よ
う
ず
」
と
ほ
ぼ
同

型
の
全
長
46
㍍
、
総
ト
ン
数
約
２
７
０

㌧
、
定
員
は
２
０
０
人
。
船
内
の
快
適

性
を
向
上
し
、
イ
ス
席
は
全
て
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
仕
様
、
高
齢
者
や
身
体
の
不

自
由
な
方
の
た
め
ト
イ
レ
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
対
応
。
安
全
性
も
高
め
、
船
体

の
強
度
を
強
く
し
、
新
型
プ
ロ
ペ
ラ
の

採
用
に
よ
り
震
動
の
軽
減
を
図
っ
た
。

建
造
費
は
約
17
億
円
。

　
船
名
は
公
募
し
、
見
島
に
生
息
す
る

日
本
国
内
で
も
珍
し
い
緑
色
の
貝
「
ユ

リ
ヤ
ガ
イ
」
に
由
来
し
て
い
る
。

　
見
島
航
路
は
本
土
と
見
島
を
結
ぶ

唯
一
の
公
共
交
通
機
関
で
、
年
間
約

５
万
３
千
人
が
利
用
し
て
い
る
。

進水式で披露された高速貨客船「ゆりや」

　
島
民
の
快
適
な
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、

観
光
需
要
の
喚
起
も
期
待
さ
れ
る
。

運
航
時
間
は
１
時
間
10
分
、
旅
客
運
賃

は
大
人
１
９
４
０
円
、
小
人
９
７
０

円
（
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
指

定
さ
れ
、
島
民
は
半
額
程
度
に
割
引
）。

■
萩
海
運
　
萩
市
東
浜
崎
町
１
３
９

（
０
８
３
８
・
２
５
・
２
０
４
０
）

萩のあまだい
（画像：道の駅萩しー
まーと）

え
方
を
い
っ
た
ん
ゼ
ロ
に
戻
し
、
何
を

目
指
し
何
が
で
き
る
か
を
自
ら
考
え
、

自
ら
行
動
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
持
つ

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

■
基
本
理
念
「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓

く
ひ
と
づ
く
り
」

創
造
　
広
い
視
野
を
持
ち
、
新
た
な
視

点
か
ら
考
え
る
人

挑
戦
　
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、

未
来
に
向
っ
て
果
敢
に
挑
む
人

協
働
　
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、

社
会
の
た
め
に
共
に
行
動
す
る
人

萩の金太郎
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新
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

萩
市
役
所
と
な
り
に
７
月
完
成
予
定

　

萩
市
で
は
、
老
朽
化
に
伴
い
市
役
所

西
側
、
市
民
館
後
ろ
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
入
っ
て
い
る
「
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
を
建
て
替
え
、
国
道
１
９
１
号

沿
い
の
市
役
所
東
側
に
新
た
に
「
萩
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
移
転
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　
今
年
梅
雨
前
の
６
月
ま
で
の
完
成
を

目
指
し
て
い
た
が
、
建
設
現
場
の
旧
南

崎
医
院
の
基
礎
や
く
い
の
撤
去
に
時
間

が
か
か
っ
た
こ
と
や
労
働
者
不
足
の
影

響
な
ど
も
あ
り
、
供
用
開
始
は
７
月
中

旬
と
な
っ
た
。

　
旧
施
設
は
、１
９
７
１
年
建
設
、鉄
骨

造
２
階
建
て
、延
べ
床
面
積
９
６
６
平

方
㍍
。老
朽
化
に
加
え
、現
行
の
耐
震

基
準
を
満
た
さ
ず
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

も
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、長
年
の
懸
案

だ
っ
た
こ
と
か
ら
野
村
前
市
長
時
代
の

２
０
１
５
年
に
建
て
替
え
を
決
め
た
。

　
新
施
設
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

３
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
４
５
３
１
平

方
㍍
（
旧
施
設
の
4.7
倍
）。
社
会
福
祉

協
議
会
の
移
転
の
ほ
か
、
市
役
所
の
福

祉
関
係
課
を
集
約
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
と
し
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

や
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
福
祉
関
係
団
体
の
拠
点
と
す
る
。
ま

た
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、

災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
機
能
を
新
た

に
備
え
る
。
総
事
業
費
は
約
21
億
円
。

森優大主将

工事中の新総合福祉センター

森主将を中心に野球部 2 年生

萩
商
工
高
校
野
球
部

夏
の
甲
子
園
大
会
予
選
に
向
け
て

　

萩
商
工
高
校
が
春
の
選
抜
高
校
野
球

大
会
「
21
世
紀
枠
」
の
山
口
県
推
薦
校

に
選
ば
れ
た
が
、
惜
し
く
も
中
国
地
区

代
表
は
逃
し
た
。
野
球
部
の
森
優ゆ

う
だ
い大

主
将
（
阿
武
町
奈
古
、
17
歳
）
に
話
を

聞
い
た
。

山
口
県
推
薦
校
に
選
ば
れ
て

　
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
た
く
さ

ん
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
部
員
は
27
名
（
１
・
２
年
生
）

で
す
。
活
動
場
所
は
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
す
が
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、
陸
上
競
技

部
と
兼
用
で
あ
る
た
め
、
他
部
と
時
間

調
整
を
し
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
普
段
の
練
習
で
は
限
ら
れ
た
練
習

内
容
と
な
る
た
め
、
実
戦
練
習
が
不
足

し
ま
す
が
、
週
末
や
長
期
休
暇
に
多
く

の
練
習
試
合
を
行
う
こ
と
で
補
っ
て
い

ま
す
。
　

　
今
現
在
は
、シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
た
め
、

各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
春
・
夏
に
連

戦
を
戦
い
抜
く
こ
と
が
で
き
る
体
力
づ

く
り
を
目
標
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

高
校
ま
で
の
部
活
動
は

　
私
自
身
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
私

の
父
は
、
小
・
中
・
高
と
野
球
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
父
と

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
を
す
る
う
ち

に
、
自
分
も
野
球
が
好
き
に
な
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
元
に
は
野
球

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
無
か
っ
た
の

で
、
大
井
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

入
り
野
球
を
始
め
ま
し
た
。
中
学
校
で

は
、
野
球
部
の
部
員
数
が
少
な
か
っ
た

た
め
、
他
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
と
い
う

形
で
各
大
会
へ
出
場
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
萩
商
工
野
球
部
２
年
生
は
、

全
員
が
小
学
校
か
ら
野
球
に
携
わ
っ
て

き
て
お
り
、
大
会
や
練
習
試
合
な
ど
で

顔
を
合
わ
す
こ
と
が
と
て
も
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ

り
、
昔
か
ら
知
っ
て
い
る
仲
間
と
一
緒

に
野
球
を
し
て
い
る
今
が
、
と
て
も
楽

し
く
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
こ

の
仲
間
と
野
球
が
で
き
る
期
間
も
あ
と

わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。

甲
子
園
大
会
県
予
選
、
ベ
ス
ト

８
目
標

　
春
の
大
会
の
後
に
は
、
自
分
た
ち
２

年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
大
会
で
あ
る

夏
の
甲
子
園
大
会
予
選
と
な
り
ま
す
。

仲
間
と
と
も
に
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と

を
す
べ
て
出
し
切
り
、
ま
ず
は
ベ
ス
ト

８
進
出
を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
の
日
々

を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
と
し
て
は
、
力
不
足
な
面
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、「
21
世
紀
枠

山
口
県
推
薦
校
」
に
推
薦
い
た
だ
い
た

こ
と
を
励
み
に
、
普
段
の
生
活
か
ら
今

一
度
見
直
し
、
推
薦
校
に
ふ
さ
わ
し
い

チ
ー
ム
に
な
れ
る
よ
う
鍛
錬
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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国
土
交
通
省
は
、
今
後
整
備
予
定
の

山
陰
道
（
大
井
～
萩
間
）
の
ル
ー
ト
帯

に
つ
い
て
、
中
間
地
点
に
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
を
設
置
す
る
全
線

バ
イ
パ
ス
案
と
す
る
方
針
を
決
定
し

た
。

　
昨
年
11
月
29
日
、中
国
地
方
整
備
局

（
広
島
市
）で
開
催
さ
れ
た
社
会
資
本
整

備
審
議
会
道
路
分
科
会
中
国
地
方
小
委

員
会
で
、「
大
井
～
萩
間
」

（
約
15
㌔
）と
「
須
子
（
益

田
市
）〜
田
万
川
間
」（
約

12
㌔
）の
計
画
段
階
評
価

が
行
わ
れ
た
。

■
大
井
～
萩
間

　
ル
ー
ト
帯
に
関
し
て
３

案
が
示
さ
れ
、
沿
線
住
民

や
企
業
な
ど
を
対
象
に
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
行
っ
た
。
国
道

１
９
１
号
の
災
害
や
事
故

な
ど
課
題
の
解
消
、
世
界

遺
産
な
ど
観
光
拠
点
施
設

等
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
考
慮

さ
れ
、
中
間
Ｉ
Ｃ
を
設
置

す
る
全
線
バ
イ
パ
ス
案
が

了
承
さ
れ
た
。

■
須
子
（
益
田
市
）
～
田

万
川
間

　
益
田
市
側
の
須
子
～
小

浜
間
（
約
７
㌔
）
は
バ
イ

パ
ス
整
備
と
し
、
小
浜
～

山
陰
道
（
大
井
～
萩
間
）
の

中
間
地
点
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

田
万
川
間
（
約
５
㌔
）
は
、頑
健
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
山
陰
道
の
構
築
も
必

要
で
あ
る
と
し
、
全
線
バ
イ
パ
ス
案
を

加
え
た
評
価
を
今
後
検
討
す
べ
き
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
萩
市
と
し
て
は
、
国
道
の
構
造
不
良

や
災
害
対
応
の
た
め
、
バ
イ
パ
ス
の
必

要
性
を
国
に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
い

く
。

　
萩
市
と
萩
市
観
光
協
会
か
ら

２
０
１
８
年
の
萩
地
域
（
合
併
前

の
旧
萩
市
区
域
）
の
観
光
客
数
が

発
表
さ
れ
た
。
前
年
比
４
・
６
％
減

の
１
３
５
万
５
９
９
６
人
で
、
そ

の
う
ち
宿
泊
客
数
は
４
・
７
％
減
の

41
万
５
９
８
人
だ
っ
た
。

■
天
候
不
良
な
ど
が
影
響

　
１
月
か
ら
２
月
の
寒
波
、
７
月
の
豪

雨
な
ど
悪
天
候
、
台
風
接
近
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
中
止
、
前
年
の
大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
ま
ぐ
ち
Ｄ
Ｃ
の
反
動
減
な

ど
が
影
響
し
た
と
分
析
し
て
い
る
。

　
前
年
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業
、
萩
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
戦
略
に
基
づ
く
事
業
な
ど
に
よ

り
、
減
少
幅
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
観
光
施
設
の
う
ち
前
年
よ
り
減
っ

た
の
は
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
で

あ
る
松
陰
神
社
は
45
万
９
５
２
５
人

（
前
年
比
６
・
９
％
減
）、
萩
反
射
炉
は

10
万
２
１
５
１
人
（
同
21
・
３
％
減
）、

17
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
萩
・
明
倫

学
舎
は
25
万
３
１
５
１
人（
同
10
％
減
）

な
ど
。
増
え
た
施
設
は
、
萩
博
物
館
は

８
万
８
５
７
９
人
（
同
２
・
８
％
増
）、

木
戸
孝
允
旧
宅
は
４
万
２
９
４
０
人

観
光
客
数
１
３
５
万
人
、宿
泊
客
数
41
万
人　
と
も
に
４
％
減

（
同
10
・
６
％
増
）
な
ど
。

■
19
年
の
取
り
組
み

　
全
国
的
な
知
名
度
を
も
つ
従
来
の

「
歴
史
や
町
並
み
」
観
光
に
加
え
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
萩
ジ
オ

パ
ー
ク
に
よ
る
「
自
然
」、
地
域
の
豊

か
な
食
材
に
よ
る
「
食
」
な
ど
の
取
り

組
み
を
強
化
し
、
萩
の
魅
力
を
最
大
限

に
生
か
し
た
萩
な
ら
で
は
の
滞
在
型
観

光
を
推
進
す
る
。今
年
は
旧
萩
藩
校「
明

倫
館
」
創
建
３
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
全
国
か
ら
旧
藩
主
の
子
孫
等
が

集
ま
る
「
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
」
を
11

月
30
日
～
12
月
１
日
に
開
催
す
る
。

　
昨
年
６
月
、
萩
市
観
光
協
会
会
長
に

就
任
し
た
厚こ

と
う東

啓
子
さ
ん
（
土
原
、
69

歳
）
は
、
大
正
14
年
創
業
の
老
舗
旅
館

「
萩
の
宿
　
常と

も

え
茂
恵
」
の
女お

か
み将

。

　
２
月
３
日
の「
観
光
シ
ー
ズ
ン
開
き
」

で
は
「
史
跡
や
町
並
み
、
自
然
、
食
、

着
物
な
ど
観
光
資
源
を
最
大
限
に
生
か

し
、
ま
ち
が
人
々
を
惹
き
つ
け
て
感
動

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
観
光
地
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
生
ま
れ
は
広
島
県
廿
日
市
宮
島
町
、

同
志
社
女
子
大
卒
、
東
京
で
会
社
勤
め

後
、
縁
あ
っ
て
萩
に
嫁
い
だ
。「
常
茂

恵
」創
業
者
の
厚
東
常
吉
は
夫
の
祖
父
。

松
陰
神
社
拡
充
に
尽
力
さ
れ
た
方
で
、

没
後
50
年
に
当
た
る
昨
年
９
月
、
松
陰

神
社
入
口
左
手
の
常
吉
銅
像
周
辺
が
整

備
、
説
明
版
も
設
置
さ
れ
来
訪
者
の
目

に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
厚
東
さ
ん
は
「
萩
観
光
を
盛
り
上
げ

た
い
」
と
い
う
思
い
は
強
く
、
こ
れ
ま

萩
市
観
光
協
会
会
長　
厚
東
啓
子
さ
ん

萩
の
魅
力
を
「
伝
え
る
力
」
が
大
事

着物姿で接客する厚東啓子さん

で
着
物
で
城
下
町
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト

「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
」
を
提
案
、
引
き
続

き
「
着
物
の
似
合
う
ま
ち
萩
」
に
は
力

を
入
れ
た
い
と
話
し
て
い
る
。

　「
魅
力
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
伝
え

な
い
と
魅
力
と
は
言
え
な
い
。
伝
え
方

に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
ど
ん
な
説
明

よ
り
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る

力
（
伝
え
る
力
）
の
あ
る
写
真
や
映
像

が
印
象
に
残
る
。
そ
れ
ら
の
発
信
方
法

を
メ
デ
ィ
ア
、
発
信
会
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
効
果
的
に
行
い
た
い
。
ま
た
文
化
財

な
ど
の
ガ
イ
ド
は
質
の
高
さ
が
求
め
ら

れ
、
本
物
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
客
）
は
有

料
で
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
知
識
を
求
め
て

い
る
。
本
物
は
感
動
す
る
し
、
あ
と
に

残
る
。」

途中にＩＣを設置する案が決まった大井～萩間のルート
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昨
年
８
月
、「
戊
辰
明
治
１
５
０
年
・

会
津
人
と
長
州
人
か
く
語
り
き
」
が
出

版
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
「
長
州
会
津
の

新
た
な
る
絆
を
つ
な
ぐ
」
と
題
し
て
、

萩
市
の
医
師
で
、
長
州
と
会
津
の
友
好

を
考
え
る
会
代
表
の
山
本
貞さ

だ
ひ
さ壽

さ
ん

（
椿
東
、
79
歳
、
萩
高
校
昭
和
32
年
卒
）

は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
高
校
時
代
ま
で
萩
で
育
ち
、
大
学
、

職
場
で
は
市
外
に
い
た
も
の
の
、
そ
の

後
帰
郷
し
て
32
年
の
一
開
業
医
の
身
。

吉
田
松
陰
に
心
酔
す
る
生
粋
の
長
州
人

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
約
60
回
、
会
津
の

地
に
足
を
踏
み
入
れ
、
会
津
藩
士
の
慰

霊
祭
に
参
列
す
る
な
ど
。
わ
だ
か
ま
り

を
払

ふ
っ
し
ょ
く

拭
し
よ
う
と
奔
走
し
て
き
た
。

　
平
成
も
変
わ
ろ
う
と
い
う
こ
の
時
代

で
は
、
も
う
そ
う
い
っ
た
会
津
の
「
長

州
人
へ
の
怨
恨
」
は
な
く
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
の

地
に
根
づ
く
そ
の
恨
み
は
依
然
と
し
て

い
ま
だ
に
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
母
方
の
家
系
だ
が
、
私
の
祖
先
に
戊

辰
戦
争
で
会
津
に
行
っ
た
医
者
が
い

る
。
名
は
山
根
孝こ
う
ち
ゅ
う

中
と
い
い
、
松
下

村
塾
生
で
松
陰
よ
り
も
７
歳
年
上
で
、

塾
生
で
は
最
年
長
だ
っ
た
と
い
う
。
会

津
で
は
、
敵
味
方
関
係
な
く
治
療
に
努

め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
会
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も
、
長
州

と
会
津
の
距
離
を
少
し
で
も
近
づ
け
よ

う
と
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
30
年

た
っ
て
も
、
両
市
の
距
離
が
近
づ
く
こ

と
に
困
難
が
あ
る
現
実
を
身
を
も
っ
て

経
験
し
て
き
た
。

　
長
州
会
津
と
の
間
に
新
た
な
絆
を
作

り
出
し
て
い
こ
う
と
努
め
、
Ｊ
Ａ
な
ど

民
間
で
は
い
く
つ
か
実
を
結
ん
で
い

て
、
今
後
も
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
。

　
な
お
本
の
中
で
、
１
９
８
７
（
昭
和

62
）
年
の
萩
市
か
ら
会
津
若
松
市
へ
の

友
好
都
市
提
携
の
打
診
、
95
年
の
会
津

若
松
市
民
が
つ
く
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
早
春
譜
」
上
演
、
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
で
の
救
援
物
資
な
ど
、
今

ま
で
の
会
津
若
松
市
と
萩
市
と
の
交
流

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

■
こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動

・
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
　
会
津
若

松
医
師
会
長
（
当
時
）
の
高
谷
雄
三
さ

ん
と
共
同
で
萩
図
書
館
に
「
会
津
関
係

資
料
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置

・
06
年
　
田
村
幸
志
郎
さ
ん
（
当
時
、

山
口
県
文
化
連
盟
会
長
）
か
ら
「
長
州

と
会
津
の
友
好
を
考
え
る
会
」
代
表
の

依
頼
。
以
後
、
萩
市
民
を
中
心
と
し
て

会
津
ツ
ア
ー
を
３
回

・
15
年
　
長
州
会
津
肥
後
の
合
同
隊
で

津
軽
の
「
み
ち
の
く
松
陰
道
」
踏
破

・
17
年
　
旧
会
津
藩
校
・
日
新
館
の

宗
像
精
た
だ
し

館
長
に
よ
る
講
演
会
「
戊
辰

１
５
０
年
の
会
津
人
の
思
い
」
を
開
催

・
18
年
　
会
津
若
松
市
、
二
本
松
市
、

白
河
市
で
の
戊
辰
１
５
０
年
記
念
式
典

に
出
席
。
萩
と
会
津
の
「
相
互
交
流
Ｊ

Ａ
協
定
書
」
調
印
式
に
立
ち
合
う

■
「
戊
辰
明
治
１
５
０
年　

会
津
人
と

長
州
人
か
く
語
り
き
」

著
者
　
山
本
貞
壽
、
早
川
廣ひ

ろ
な
か

中
（
白
虎

隊
記
念
館
理
事
長
・
元
会
津
若
松
市
長
）

定
価
　
１
６
０
０
円
（
税
別
）

問
い
合
わ
せ
　
山
本
内
科
胃
腸
科

（
０
８
３
８
・
２
６
・
０
０
７
７
）

山本貞壽さん

むつみ演習場で電波を測定する業者

イ
ー
ジ
ス・ア
シ
ョ
ア　
防
衛
副
大
臣
が

萩
市
長
・
阿
武
町
長
と
会
談

　

地
上
配
備
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ

ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
の
配
備

計
画
を
巡
り
、
原
田
憲
治
防
衛
副
大
臣

が
村
岡
山
口
県
知
事
、
萩
市
長
、
阿
武

町
長
ら
と
昨
年
12
月
25
日
に
県
庁
で
会

談
し
、
配
備
計
画
に
理
解
を
求
め
た
。

　
原
田
副
大
臣
は
現
地
調
査
に
触
れ

「
配
備
に
当
た
っ
て
は
地
元
の
理
解
が

大
前
提
。
住
民
の
懸
念
や
不
安
を
払
拭

で
き
る
よ
う
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い

説
明
に
努
め
た
い
」と
理
解
を
求
め
た
。

　
萩
市
の
藤
道
健
二
市
長
は
「
国
益
に

か
な
う
な
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
障
害
が

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で

配
備
反
対
の
立
場
は
取
ら
な
い
。
住
民

の
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
に
、
言
う

べ
き
こ
と
は
言
う
と
い
う
姿
勢
で
対
応

し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
阿
武
町
の
花
田
憲
彦
町
長
は
「
町
の

取
り
組
み
を
根
底
か
ら
ひ
っ
く
り
返

す
。
演
習
場
へ
の
配
備
は
断
念
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

　　
配
備
候
補
地
の
陸
上
自
衛
隊
む
つ
み

演
習
場
近
く
の
萩
市
む
つ
み
地
区
で

は
、
適
地
調
査
の
う
ち
「
地
質
・
測
量

調
査
」
が
10
月
か
ら
始
ま
り
、
電
磁
波

の
影
響
を
確
認
す
る「
電
波
環
境
調
査
」

が
２
月
２
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
３
月
末

ま
で
に
全
て
の
調
査
を
終
え
、
４
月
以

降
に
調
査
結
果
を
公
表
す
る
予
定
。

□
電
波
使
用
状
況
調
査

　
演
習
場
周
辺
に
あ
る
携
帯
電
話
基
地

局
や
防
災
行
政
無
線
な
ど
が
発
す
る
電

波
が
、
演
習
場
内
の
無
線
施
設
に
与
え

る
影
響
を
調
査
す
る
。
２
月
２
日
～
10

日
に
演
習
場
内
の
８
カ
所
で
、
電
波
の

受
信
状
況
を
測
定
し
た
。

□
対
空
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
実
測
調
査

　
電
波
に
よ
る
健
康
被
害
や
生
活
環
境

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
の
懸
念
が
指
摘
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
試
算
値
を
検
証
す
る
た
め
、
実
際
に

レ
ー
ダ
ー
装
置
を
使
っ
た
電
波
の
影
響

調
査
も
追
加
で
行
う
。
２
月
下
旬
か
ら

３
月
上
旬
の
４
日
間
程
度
、
演
習
場
内

に
陸
上
自
衛
隊
の
対
空
レ
ー
ダ
ー
を
設

置
し
、
住
宅
街
な
ど
の
な
い
空
中
に
向

け
て
電
波
を
照
射
し
、影
響
を
調
べ
る
。

「
戊
辰
明
治
１
５
０
年 

会
津
人
と
長
州
人
か
く
語
り
き
」

山
本
貞
壽
さ
ん
が
語
る
「
長
州
会
津
の
新
た
な
る
絆
」

電
波
環
境
調
査
も
始
ま
る
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息
子
が
幼
少
の
頃
、
よ
く
実
家
に
連

れ
帰
っ
た
。
親
父
は
明
治
生
ま
れ
の
生

粋
の
長
州
人
だ
か
ら
、
紛
れ
も
な
い
長

州
弁
を
使
う
。
冬
の
寒
い
日
、
親
父
は

孫
に
「
障
子
、
た
て
！
」
と
言
っ
た
。

わ
が
息
子
は
怪け

げ
ん訝

な
顔
を
し
て
、
障
子

の
傍
に
立
っ
た
。
再
び
「
障
子
、
た

て
！
」。
息
子
の
顔
に
は
、
さ
ら
に
怪

東
京
指
月
会
会
長
・
北
里
大
学
名
誉
教
授

長
州
人
と
骨

（
萩
市
椿
出
身
、萩
高
校
昭
和
37
年
卒
、75
歳
）

陽み
な
み
　

捷か
つ
ゆ
き行

さ
ん

ら
生
ま
れ
た
言
葉
だ
。
減
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
空
間
が
満
ち
る
こ
と
が
気
に
な

る
。
息
子
に
し
て
み
れ
ば
、
酒
が
無
く

な
る
の
に
ど
う
し
て
満
て
る
の
か
不
思

議
だ
っ
た
ろ
う
。
文
明
と
文
化
の
違
い

を
知
る
よ
い
経
験
だ
っ
た
と
思
う
。

　

そ
の
う
ち
、
幕
末
の
長
州
人
に
話
題

が
移
っ
た
。
高
杉
晋
作
は
、「
骨
が
太

い
」
う
え
に
「
骨
っ
ぽ
い
」。「
骨
身
を

惜
し
ま
ず
」
働
い
た
。「
骨
の
髄
ま
で
」

長
州
人
だ
か
ら
、「
骨
を
通
し
た
」
こ

と
に
な
る
の
う
。
晋
作
や
久
坂
玄
瑞
を

教
育
す
る
の
に
、
松
陰
先
生
は
「
骨
が

折
れ
た
」
り
「
骨
を
砕
か
れ
た
」
こ
と

じ
ゃ
の
う
。
先
生
の
教
育
に
は
「
骨
惜

し
み
」
が
な
く
、「
骨
に
染
み
る
」
ま

で
純
粋
じ
ゃ
っ
た
の
う
。
と
く
に
晋
作

に
は
、「
骨
折
っ
て
手
を
焼
か
れ
」
た
。

先
生
の
教
育
精
神
は
「
骨
に
刻
む
」
べ

き
じ
ゃ
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
長
州
人

が
「
骨
を
砕
き
」、「
骨
身
を
削
り
」、「
骨

を
粉
に
し
て
」、「
骨
抜
き
」
に
な
ら
ず
、

「
骨
折
り
損
」
と
も
言
わ
ず
、「
骨
が
舎

利
に
な
る
」
ま
で
頑
張
っ
た
も
の
じ
ゃ
。

い
や
、
ま
っ
た
く
「
骨
の
折
れ
る
」
革

命
じ
ゃ
っ
た
わ
い
。
傍
の
息
子
は
、
目

を
白
黒
さ
せ
て
い
る
。
長
州
人
は
、
骨

が
折
れ
た
り
、
削
ら
れ
た
り
、
砕
か
れ

た
り
、
ま
と
も
な
奴
は
い
な
か
っ
た
の

だ
と
思
っ
た
だ
ろ
う
。

　
「
萩
市
ひ
と
づ
く
り
構
想
」
の
目
指

す
ひ
と
づ
く
り
に
「
萩
は
閉
鎖
的
、
保

守
的
な
側
面
も
見
受
け
ら
れ
る
」
と

あ
る
（
本
紙
２
ペ
ー
ジ
参
照
）。
解
放

と
閉
鎖
と
は
な
に
か
。
解
放
と
閉
鎖
と

は
な
に
か
。
保
守
と
革
新
と
は
な
に
か
。

自
助
と
互
助
と
扶
助
と
は
な
に
か
。
文

化
と
文
明
と
は
な
に
か
。
歴
史
に
お
け

る
不
易
流
動
と
は
な
に
か
。「
金
子
み

す
ゞ
」
の
詩
「
見
え
な
い
も
の
で
も
あ

る
ん
だ
よ
」
な
ど
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
共
通
す
る
基
本
は
、

か
つ
て
長
州
人
が
も
っ
て
い
た
自
・
互
・

扶
の
「
骨
太
さ
」「
骨
っ
ぽ
さ
」
に
代

表
さ
れ
る
志
と
、
為
政
者
や
教
育
者
が

常
に
心
し
た
「
骨
が
折
れ
て
も
」「
骨

を
粉
に
」「
骨
に
染
み
る
」
継
続
的
な

純
粋
さ
な
ど
で
あ
ろ
う
。ゆ
め
ゆ
め「
骨

抜
き
」「
骨
折
り
損
」
な
ど
あ
り
え
な
い
。

　
「
萩
市
ひ
と
づ
く
り
構
想
」
は
、
最

終
案
が
審
議
さ
れ
て
終
わ
る
の
で
は
な

い
。
そ
こ
か
ら
、
成
果
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
作
り
と
実
行
が
は
じ
ま
る
の
だ
。

何
年
か
あ
と
に
達
成
さ
れ
る
成
果
を
楽

し
み
に
、
残
り
少
な
い
歳
月
を
生
き
た

い
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
３
年
（
昭
和
18
）
萩
市
椿
生
ま

れ
／
62
年
（
昭
和
37
）
萩
高
校
卒
（
14

期
）
／
71
年
（
昭
和
46
）
東
北
大
学
大

学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

　

北
里
大
学
名
誉
教
授
／
生
き
物
文
化

誌
学
会
会
長
（
専
門
は
土
壌
学
、
環
境

科
学
）

現
住
所　

東
京
都
北
区

18 年 10 月東京指月会第 51 回大会

訝
さ
が
深
ま
っ
た
。
親
父
は
「
閉た

て
」

の
つ
も
り
、
息
子
は
「
立
て
」
の
つ
も

り
だ
っ
た
。

　

親
父
と
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
、
親
父

が
し
き
り
に
「
酒
が
満み

て
た
の
う
」
と

い
う
。
息
子
は
傍
で
ま
た
怪
訝
な
顔
を

し
て
い
た
。
親
父
の
「
満
て
た
」
は
酒

が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
徳
利

の
空
間
の
方
に
意
識
が
あ
り
、
空
間
が

満
ち
た
の
だ
。
長
州
藩
の
経
済
感
覚
か

　

高
杉
晋
作
、
桂
小
五
郎
を
主
人
公
に

し
た
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
が
昨
年
10
月
〜
12
月
（
第
１

期
）
に
放
送
さ
れ
、
４
月
〜
６
月
に
第

２
期
放
送
（
全
12
話
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ

の
人
気
作
「
恋
愛
幕
末
カ
レ
シ
〜
時
の

彼
方
で
花
咲
く
恋
〜
」
を
原
案
と
し
て
、

高
杉
晋
作
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
た
ち
が
原
案
ゲ
ー
ム
と
は
異
な
る

切
り
口
で
活
躍
す
る
ア
ニ
メ
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
ト
ー
リ
ー
。

■
放
送
日
時
・
放
送
局

「
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
ク
ラ
イ
シ
ス
」

Ｔ
Ｂ
Ｓ
／
４
月
４
日
か
ら
毎
週
木
曜
日
、

深
夜
１
時
58
分
〜
（
30
分
）

Ｂ
Ｓ
‐
Ｔ
Ｂ
Ｓ
／
４
月
６
日
か
ら
毎
週

土
曜
日
、
深
夜
２
時
30
分
〜
（
30
分
）

テ
レ
ビ
放
映
情
報

（C）FURYU/BAKUMATSU 製作委員会
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売
し
て
い
ま
す
。
フ
グ
に
は
毒
が
あ
り
、

県
の
条
例
で
そ
の
ま
ま
販
売
で
き
な
い

た
め
、
有
資
格
者
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の

場
で
調
理
し
有
毒
部
分
を
除
去
し
て
お

客
様
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

生
き
て
泳
い
で
い
る
状
態
か
ら
捌
く

た
め
、
冷
凍
な
ど
し
て
い
な
い
フ
グ
本

来
の
味
わ
い
を
堪
能
で
き
ま
す
。
刺
身

は
も
ち
ろ
ん
鍋
や
唐
揚
げ
に
最
適
で
す
。

　

海
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

４
月
ま
で
萩
で
は
旬
の
地
魚
「
萩
の
真

ふ
ぐ
」
の
味
覚
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

フ
グ
と
同
様
に
萩
で
は
イ
カ
も
複
数

の
種
類
が
漁
獲
さ
れ
ま
す
。
冬
か
ら
春

に
か
け
て
お
勧
め
の
イ
カ
は
「
ヤ
リ
イ

カ
」
で
す
。
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

　

萩
の
冬
の
味
覚
と
い
え
ば
フ
グ
。
萩

で
漁
獲
さ
れ
る
フ
グ
は
ト
ラ
フ
グ
、
シ

ロ
サ
バ
フ
グ
等
数
種
あ
り
ま
す
が
、
王

様
と
言
わ
れ
る
ト
ラ
フ
グ
に
匹
敵
す

る
味
わ
い
を
も
つ
フ
グ
が
「
マ
フ
グ
」。

身
の
質
も
、
食
感
も
味
わ
い
も
ト
ラ
フ

グ
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
フ
グ
漁
の
最
盛
期
は
２
月
〜

３
月
。
は
え
縄
の
漁
師
さ
ん
が
萩
沖
で

漁
獲
し
、
船
の
水
槽
で
生
か
し
た
ま
ま

戻
っ
て
き
ま
す
。
市
場
の
活
魚
水
槽
で

泳
が
し
な
が
ら
競
り
に
か
け
ら
れ
ま
す
。

　

萩
し
ー
ま
ー
と
で
は
、
毎
年
マ
フ
グ

の
季
節
に
な
る
と
館
内
の
活
魚
水
槽
で

萩
産
天
然
マ
フ
グ
を
泳
が
し
な
が
ら
販

　

桜
の
開
花
よ
り
も
ひ
と
足
早
く
、
入

荷
を
迎
え
る
ト
マ
ト
が
あ
り
ま
す
。
完

熟
で
し
っ
か
り
と
色
づ
い
た
果
肉
が
湛た

た

え
る
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
甘
味
と
酸
味
。

大
地
を
吹
き
抜
け
る
春
風
の
よ
う
に
軽

や
か
で
鮮
や
か
な
香
り
。
そ
れ
は
「
平

田
さ
ん
の
ト
マ
ト
」
の
名
で
多
く
の
人

に
愛
さ
れ
、
萩
に
住
む
人
々
の
生
活
に

彩
り
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

市
内
各
所
で
取
り
扱
い
が
あ
る
中
で

も
、
菜
々
色
マ
ル
シ
ェ
に
入
荷
す
る
の

は
Ａ
級
品
の
み
。
特
に
大
人
の
手
の
ひ

ら
ほ
ど
も
あ
る
大
玉
は
、
味
も
品
質
も

別
格
で
す
。

　

生
産
者
の
平ひ

ら
た
と
し
え

田
利
恵
さ
ん
（
椿
）
は
、

農
家
に
嫁
い
で
以
来
ご
主
人
と
と
も
に

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
努
力
を
重
ね
、

最
高
品
質
の
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
た
め

に
全
力
を
注
い
で
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
田
さ
ん
の
ト
マ
ト
は
、
近
年
人
気

の
糖
度
の
高
い
フ
ル
ー
ツ
系
ト
マ
ト
と

は
対
極
的
な
「
野
菜
系
」
ト
マ
ト
。
糖

度
だ
け
で
は
な
く
、
味
と
香
り
と
食
感

の
す
べ
て
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
、
野

菜
と
し
て
の
ト
マ
ト
本
来
の
お
い
し
さ

を
追
求
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
・
萩
往
還
　
農
産
物
直
売
所

菜な
な
い
ろ

々
色
マ
ル
シ
ェ
通
信
「
平
田
さ
ん
の
ト
マ
ト
」

春
風
と
と
も
に
や
っ
て
く
る

「
ト
マ
ト
ら
し
さ
」
に
こ
だ
わ
る

子
ど
も
た
ち
に
も
伝
わ
る
姿
勢

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
通
信

旬
の
お
魚
「
真
ふ
ぐ・子
持
ち
ヤ
リ
イ
カ
」

萩
の
ブ
ラ
ン
ド
魚「
真
ふ
ぐ
」

地
元
で
根
強
い
人
気
「
子
持
ち

ヤ
リ
イ
カ
」

け
ら
れ
ま
す
。

　

子
持
ち
ヤ
リ
イ
カ
は
時
期
が
過
ぎ
て

し
ま
う
と
ぱ
っ
た
り
と
あ
が
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
地
元
・
萩
で
根
強
い
人
気
。
萩
の

家
庭
や
お
店
で
は
「
子
持
ち
ヤ
リ
イ
カ

の
煮
つ
け
」
が
こ
の
時
期
よ
く
登
場
し

ま
す
。
冬
の
味
覚
な
の
で
萩
で
見
か
け

た
と
き
に
は
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。

■「
萩
の
天
然
真
ふ
ぐ
鍋
セ
ッ
ト
」「
萩

の
天
然
真
ふ
ぐ
生
み
が
き
」
を
直
送

詳
し
く
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
萩
の
真
ふ
ぐ
祭
り

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
２

時■
道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
９
３
７
）

旬
を
迎
え
ま
す
。
夏
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
、

冬
の
ヤ
リ
イ
カ
と
萩
の
海
を
代
表
す
る

よ
う
に
季
節
に
合
わ
せ
て
水
揚
げ
さ
れ

ま
す
。

　

特
に
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
は
、

子
を
も
つ
ヤ
リ
イ
カ
が
水
揚
げ
さ
れ
ま

す
。
子
持
ち
の
ヤ
リ
イ
カ
は
、
一
般
的

な
ヤ
リ
イ
カ
と
比
較
し
て
胴
の
長
さ
が

20
㌢
程
度
と
小
ぶ
り
で
す
。
子
持
ち
か

ど
う
か
外
見
か
ら
は
わ
か
り
に
く
い
の

で
す
が
、
胴
の
中
を
覗
く
と
卵
の
塊
が

あ
り
、
コ
ツ
を
覚
え
る
と
す
ぐ
に
見
分

　

以
前
、
近
く
の
保
育
園
児
た
ち
が
ハ

ウ
ス
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
。「
好
き
な

ト
マ
ト
を
ひ
と
つ
選
ん
で
食
べ
て
ご
ら

ん
」
と
す
す
め
る
と
、
日
頃
ト
マ
ト
が

苦
手
で
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
子
も
含
め
、

そ
こ
に
い
た
園
児
全
員
が
、
緑
の
ヘ
タ

だ
け
残
し
て
完
食
し
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
は
生
産
者
の
ま
っ
す
ぐ
な
姿
勢
が
伝

わ
っ
た
瞬
間
。
生
き
る
力
を
伝
え
る
、

食
育
の
真
髄
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。

　

幼
い
頃
か
ら
平
田
さ
ん
の
ト
マ
ト
を

食
べ
て
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
今
で

は
子
を
持
つ
親
の
世
代
。
我
が
子
に
も

食
べ
さ
せ
た
い
ふ
る
さ
と
の
味
で
す
。

■
道
の
駅
萩
往
還

（
０
８
３
８
.
２
２
.
９
８
８
９
）

全
国
発
送
い
た
し
ま
す
。

マ
フ
グ
料
理
鍋

子
持
ち
や
り
い
か
料
理
煮
つ
け

平
田
さ
ん
の
ト
マ
ト
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２
０
１
７
年
４
月
に
埼
玉
県
か
ら
萩

市
に
移
住
し
、
同
年
９
月
に
移
動
販
売

「
ツ
ム
グ
お
台
所
」
を
開
業
。
そ
し
て

昨
年
12
月
に
は
萩
田
町
商
店
街
内
の
宿

泊
施
設
「
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ
テ
萩
」
の
一

角
に
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
「
ほ
し
の
か
け

ら
食
堂
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
藤
林
真
理

絵
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
は
新
潟
で
、
出
生
後
す
ぐ
に

埼
玉
に
移
り
、
学
生
時
代
は
埼
玉
で
過

ご
し
ま
し
た
。
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら

は
栄
養
士
と
し
て
東
京
の
保
育
園
に
就

職
。
保
育
園
を
離
職
し
た
頃
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
こ

う
か
、
や
り
た
い
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か

と
深
く
考
え
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
好

き
な
も
の
は
何
か
と
振
り
返
れ
ば
、
昔

か
ら
カ
フ
ェ
巡
り
が
好
き
で
、
や
っ
ぱ

り
「
食
」
に
関
係
す
る
仕
事
が
良
い
な

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

当
時
は
「
い
つ
か
生
ま
れ
故
郷
の
新

潟
で
カ
フ
ェ
を
開
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
」
と
考
え
、
知
り
合
い
の
カ
フ
ェ
の

店
主
に
相
談
し
た
ら
、
新
潟
と
環
境
が

近
い
長
野
県
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
併
設

し
た
カ
フ
ェ
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
施
工
さ
れ

た
方
が
手
掛
け
た
「
ル
コ
」
と
い
う

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
萩
市
に
あ
る
と
聞
き
、

車
で
旅
を
し
な
が
ら
初
め
て
萩
を
訪
れ

た
の
が
今
か
ら
４
年
前
の
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
１
カ
月
ほ
ど
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
「
ｒ
ｕ
ｃ
ｏ
ル
コ
」
で
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
出
会
え

た
萩
の
方
々
の
優
し
さ
に
触
れ
、
ま
た

自
転
車
を
走
ら
せ
れ
ば
す
ぐ
近
く
に
海

が
あ
り
、
ほ
ん
と
素
晴
ら
し
い
町
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。
長
野
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
で
働
い
た
後
、
10
カ
月
間
ワ
ー
キ
ン

グ
ホ
リ
デ
ー
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
滞
在
し
た
の
で
す

が
、
そ
の
間
も
萩
へ
の
思
い
が
膨
ら
む

ば
か
り
で
、
帰
国
し
た
ら
萩
へ
移
住
し

よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

萩
に
移
住
し
、
当
初
は
お
店
を
構
え

る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
イ

メ
ー
ジ
と
合
致
す
る
物
件
が
な
く
、
再

び
「
ル
コ
」
で
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
き

な
が
ら
物
件
探
し
を
続
け
て
い
た
と
こ

ろ
、
中
原
木
材
工
業
（
中
津
江
）
の
中

原
忠
弦
さ
ん
か
ら
、
車
で
移
動
販
売
し

て
み
て
は
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
移
動
販
売
で
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
出
向
き
、
人
に
出
会
う
こ
と
で
、

地
域
を
知
り
、
知
っ
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
中
原
さ
ん
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
移
動
販
売

車
を
作
り
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
「
ツ
ム
グ

お
台
所
」
を
17
年
の
９
月
か
ら
始
め
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
、
光
栄
商
会

（
唐
樋
町
）
の
駐
車
場
を
間
借
り
し
て

朝
食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
つ
つ
、
地
域

内
は
も
と
よ
り
市
外
・
県
外
で
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
に
出
向
き
ま
し
た
。
１
対

１
の
接
客
に
な
る
移
動
販
売
の
良
さ
を

感
じ
つ
つ
も
、
店
舗
を
構
え
る
こ
と
へ

の
思
い
が
再
燃
し
、
物
件
探
し
も
並
行

し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年

の
春
「
ほ
し
の
か
け
ら
」
の
大
家
で
あ

り
、
敷
地
内
に
あ
る
素
泊
ま
り
ホ
テ
ル

「
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ
テ
」
の
オ
ー
ナ
ー
さ

ん
と
出
会
い
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
と
い

う
形
で
念
願
の
店
舗
を
構
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

現
在
「
ほ
し
の
か
け
ら
食
堂
」
で
は
、

朝
ご
は
ん
と
お
昼
ご
は
ん
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
が
使
っ
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
お
昼
は

イ
ン
ス
タ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
見
て

来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
が
結
構
い
ま
す
。

　
「
ほ
し
の
か
け
ら
」
で
多
く
の
人
と

人
が
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
共
有
し
て

も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
引
き
続

き
移
動
販
売
「
ツ
ム
グ
お
台
所
」
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
向
き
ま
す
。
欲

を
言
え
ば「
ほ
し
の
か
け
ら
」で
カ
フ
ェ

や
デ
ィ
ナ
ー
を
シ
ェ
ア
し
て
く
れ
る
人

が
現
れ
て
、
こ
の
場
所
が
さ
ま
ざ
ま
な

お
客
さ
ん
が
集
ま
る
場
所
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

■
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン「
ほ
し
の
か
け
ら
」

萩
市
東
田
町
28
番
２　

田
町
商
店
街　

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
「
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ
テ

萩
」
内

朝
ご
は
ん　

午
前
７
時
〜
10
時
（
ラ
ス

ト
オ
ー
ダ
ー
午
前
９
時
30
分
）

定
食
全
て
５
０
０
円

お
昼
ご
は
ん　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
１
時
30
分
）

気
ま
ぐ
れ
定
食
７
０
０
円
、
焼
き
魚
定

食
、
気
ま
ぐ
れ
丼
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス　

各
６
０
０
円

（
０
７
０
・
７
５
６
７
・
２
６
９
３
）

※
現
在
、
長
期
的
に
利
用
さ
れ
た
い

シ
ェ
フ
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

夢追人

移動販売「ツムグお台所」
シェアキッチン「ほしのかけら」
店主・藤林真理絵さん（32歳）

「
食
」
に
関
係
す
る
仕
事
が

し
た
い

シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
「
ほ
し
の

か
け
ら
」

移
動
販
売「
ツ
ム
グ
お
台
所
」

割
烹
着
姿
の
藤
林
真
理
絵
さ
ん

店内 看板

店主の気まぐれ定食（ごはん、味噌汁、
メイン、おかず 2 ～ 3 品）700 円～



30MAP
2,500円
19：00～1：00
カウンター／10席、
ボックス／8席
萩市東田町22　  日曜・祝日

TEL 0838-25-5507

果鈴

席

住

￥ お客様同士、

仲良くお飲み

いただけます

カラオケ休

MAP
20：00～24：00
カウンター／9席、
ボックス／12席
萩市東田町111-3
日曜

TEL 0838-26-0535

スナック Marin

席

住
休

 落ち着いて
 飲めるお店
 です

休

MAP
60分2,000円
19：30～1：00
カウンター／5席、
ボックス／12名
萩市東田町111-3　　 日曜

TEL 0838-26-3956

スナック ふみ恵

席

住

￥ 一人でやって
います

キープ白黒2,500円～ 
カラオケ1曲100円～
12：00～22：00
イス7席、座敷8
萩市土原（森眼科前）

30分85円～
平日12:00～24:00、土曜10:00～1:00
祝日前12:00～1:00、日・祝10:00～24:00
17室、最大80名収容可
萩市大字椿河尻2291　　なし

蔵の中にある
アイリッシュ・パブ、樽生

のギネス、キルケ

ニー、アイリッシュ

ウィスキーをどうぞ!
!

34MAP
60分2,200円～
20：00～24：00
8席
萩市東田町107
不定休

TEL 0838-26-6662

すなっく やち

席

休
住

休

￥ カラオケ

音響
GOOD!!

カラオケ

36MAP
ビンビール600円、生ビール500円
18：30～1：00
カウンター／9席、
座敷／３畳
萩市東田町158　　第3日曜

TEL 0838-26-5077

晩酌処 よしき

席

住

￥

安心して飲める

お店です

カラオケ

33MAP
4名まで60分3,000円
5名様以上90分3,000円
20：00～1：00
30席
萩市東田町110　　日曜

TEL 0838-26-6608

スナック cha-cha

席
住 休

休

休

￥ 気軽に飲んで

カラオケが
歌えるお店です

カラオケ

35MAP
90分3,000円
19：00～24：00
カウンター／10席、
ボックス／15席
萩市東田町103　　日曜

TEL 0838-26-3282

真葉 -MANOHA-（まのは）

席

住

￥ 安心して
飲めるお店

カラオケ

和風カラオケスナック 萩の譲

休

39MAP
１杯500円～
19：00～23：00
20席
萩市南片河町
水・木曜

TEL 0838-22-1755

アイリッシュ・パブ Sam’s

席
住

￥

38MAP

TEL 0838-26-0328

席
住

￥ 演歌歌手の来る店

新年会・忘年会

予約受けます

カラオケ

カラオケ

40MAP

TEL 0838-24-1001

ユーズボウル萩店
カラオケ BoeBoe

席
住

￥ 最大80名を収容

できるパーティ

ルーム、キッズ

ルーム、禁煙ルー

ムを完備しており

ます

カラオケ

③

27

28

2019 年３月（第 146号）9

※
「
マ
ッ
プ
入
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
希
望
者

※
「
マ
ッ
プ
入
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
希
望
者

に
郵
送
し
ま
す
。

に
郵
送
し
ま
す
。

（
東
田
町
・
南
片
河
町
・
土
原
・
椿
）
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か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
長
州

藩
は
洋
式
高
炉
の
建
設
に
挑
戦
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
洋
式
高
炉
と
反
射
炉
と
の

違
い
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
高

炉
は
十
四
世
紀
に
創
始
さ
れ
、
鉄
鉱
石

を
原
料
に
銑
鉄
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
反
射
炉
は
十
七

世
紀
に
創
始
さ
れ
、銑
鉄
を
再
熔
解（
一

部
精
練
）
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

工
程
と
し
て
は
、
高
炉
で
銑
鉄
を
つ
く

り
、
そ
の
次
に
反
射
炉
を
利
用
し
て
鉄

の
純
度
を
高
め
、
大
砲
な
ど
を
製
造
す

る
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
な
お
、
長
州

藩
屈
指
の
科
学
者
中
島
治
平
は
、
高
炉

と
反
射
炉
の
断
面
図
を
描
い
て
い
る
の

で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
構
造
の
違
い
を
見

比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

よ
っ
て
長
州
藩
は
、
高
炉
よ
り
も
先

に
反
射
炉
に
手
を
出
し
た
が
う
ま
く
ゆ

か
ず
、
次
に
見
る
よ
う
に
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
頃
に
な
っ
て
、
よ
う
や

く
反
射
炉
の
前
段
階
の
工
程
を
担
う
高

炉
の
導
入
に
向
け
て
動
き
出
し
た
こ
と

に
な
る
。

　

先
に
も
触
れ
た
が
、
長
州
藩
は
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
村
田
蔵
六
の
建
議

に
も
と
づ
い
て
洋
式
高
炉
を
開
設
す
る

こ
と
に
な
っ
た
（
時
山
弥
八
『
も
り
の

し
げ
り
』）。
ま
た
、
中
島
治
平
は
安
政

六
年
（
一
八
五
九
）
以
来
、
た
び
た
び

藩
に
対
し
て
鉄
工
局
の
開
設
を
建
白
し

て
お
り
、
亀
ヶ
瀬
製
鉄
場
に
関
与
し
て

い
る
（
小
川
亜
弥
子
『
幕
末
期
長
州
藩

洋
学
史
の
研
究
』）。

　

右
記
以
外
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
が
、
近
年
、
筆
者
が
山
口
県
文

書
館
で
藩
政
史
料
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
長
州
藩
は
確
実
に
、
亀
ヶ
瀬
に
準

近
代
的
な
洋
式
高
炉
を
建
設
し
、
一
時

的
に
で
は
あ
る
が
操
業
を
行
っ
て
い
た

事
実
が
判
明
し
た
（
拙
稿
「
萩
反
射

炉
関
連
史
料
の
調
査
研
究
報
告
（
第

二
報
）」（『
萩
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』

第
七
号
）。

　

長
州
藩
は
文
久
二
年
、
長
嶺
豊
之
助

に
南
部
藩
の
製
鉄
所
を
視
察
す
る
よ
う

命
じ
た
。
こ
れ
は
、
世
界
遺
産
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
、
岩
手
県
釜
石

市
の
「
橋
野
鉄
鉱
山
」
を
指
す
。
南
部

藩
も
長
州
藩
の
申
入
れ
を
許
諾
し
て
お

り
、
お
そ
ら
く
長
嶺
は
同
所
を
訪
ね
て

い
る
は
ず
だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
報

告
等
は
残
存
し
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な

こ
と
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）、
長
州
藩
は
平
田
宗
兵
衛

を
「
亀
ヶ
瀬
製
鉄
場
御
用
掛
り
」
に

任
じ
る
な
ど
し
て
お
り
、
こ
の
頃
か

ら
洋
式
高
炉
を
伴
う
製
鉄
場
の
建
設

に
着
手
し
た
と
見
ら
れ
る
。
慶
応
三

あ
っ
て
、
日
本
古
来
の
「
た
た
ら
」
を

擁
す
る
製
鉄
所
で
は
な
い
の
だ
。

　

た
と
え
ば
、『
山
口
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
第
六
七
集 

生
産
遺
跡
分
布

調
査
報
告
書　

採
鉱
・
冶
金
』
に
は
「
亀

瀬
た
た
ら
」と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

同
書
で
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

に
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次
郎
）
の
建
議

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
こ
と
、現
在
は「
セ

メ
ン
ト
工
場
敷
地
」
に
な
っ
て
い
る

た
め
遺
跡
の
存
否
を
確
認
で
き
な
い
こ

と
、
村
田
が
建
議
し
た
こ
と
か
ら
「
た

た
ら
」
で
は
な
く
洋
式
高
炉
が
導
入
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
て
い
る
。ま
た
、現
在
は
萩
市
と
な
っ

て
い
る
旧
川
上
村
が
発
行
し
た
『
川
上

村
史
』
で
も
、「
亀
瀬
た
た
ら
製
鉄
所
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
亀
ヶ
瀬
製
鉄
場
跡
」

は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で

今
回
は
、
こ
の
知
ら
れ
ざ
る
製
鉄
場
を

紹
介
す
る
。

　

周
知
の
通
り
、
萩
反
射
炉
は
、
長
州

藩
が
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
試
作

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
長
州
藩
は

反
射
炉
を
再
び
建
設
す
る
こ
と
な
く
、

鉄
製
大
砲
の
鋳
造
に
は
成
功
で
き
な

　

現
在
、
萩
市
街
か
ら
車
で
山
口
方
面

に
向
か
う
際
、
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
（
萩
市
椿
霧
口
）
の
前
を
通
る
国
道

二
六
二
号
線
を
利
用
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ

な
く
な
っ
た
。
だ
が
、
川
上
方
面
へ
行

く
際
に
は
利
用
す
る
方
も
多
か
ろ
う
。

こ
の
道
を
阿
武
川
に
沿
っ
て
し
ば
ら
く

南
西
方
向
に
走
り
続
け
る
と
、
急
に
ガ

ク
ッ
と
折
れ
曲
が
る
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ

が
あ
る
。
実
は
、か
つ
て
こ
の
付
近
に
、

長
州
藩
が
幕
末
に
設
置
し
た
製
鉄
場
が

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
跡
地
を
、
こ

の
あ
た
り
の
地
名
を
と
っ
て
「
亀
ヶ
瀬

製
鉄
場
跡
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　

念
の
た
め
萩
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
萩
市
内
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
一
覧
表
」
を
確
認
す
る
と
、
八
九
番

目
に
「
亀
瀬
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
」
が

載
っ
て
い
る
。
こ
の
名
称
を
見
て
「
お

や
？
」
と
気
づ
か
れ
る
方
は
相
当
こ
の

方
面
に
詳
し
い
方
に
違
い
な
い
。
こ
こ

で
筆
者
が
問
題
視
し
て
い
る
の
は
、「
亀

瀬
」
と
「
亀
ヶ
瀬
」
と
い
う
表
記
の
違

い
で
は
な
く
、「
た
た
ら
」
が
入
っ
て

い
る
か
い
な
い
か
の
違
い
で
あ
る
。
幕

末
に
長
州
藩
が
設
置
し
た
の
は
、
洋
式

高
炉
を
擁
す
る
準
近
代
的
な
製
鉄
所
で

― 

亀
ヶ
瀬
製
鉄
場
跡 

―

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

連
載
　
萩
の
産
業
遺
産
を
歩
く
（
九
）

知
ら
れ
ざ
る
準
近
代
的

な
製
鉄
場
跡

長
州
藩
の
製
鉄
近
代
化

へ
の
試
行
錯
誤

亀
ヶ
瀬
製
鉄
場
の
建
設

年
（
一
八
六
七
）
長
州
藩
は
、
製
鉄
場

の
高
炉
開
設
に
尽
力
し
た
庄
七
と
い
う

者
の
功
労
を
認
め
武
士
の
身
分
を
与
え

た
。
ま
た
同
年
、
長
州
藩
は
製
鉄
場
に

必
要
な
砂
鉄
の
買
い
入
れ
の
た
め
北
条

源
蔵
ら
に
石
州
（
島
根
県
）
へ
の
出
張

を
命
じ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
亀
ヶ
瀬
製

鉄
場
の
高
炉
は
こ
の
時
期
に
も
稼
働
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

亀
ヶ
瀬
製
鉄
場
が
い
つ
ま
で
稼
働
し

た
か
は
、
現
時
点
で
は
は
っ
き
り
と
し

な
い
が
、
今
後
さ
ら
に
史
料
を
掘
り
起

こ
し
て
謎
の
解
明
に
努
め
た
い
。

中島治平が描いた高炉と反射炉の断面図
（萩博物館保管資料より）
　高炉（左）は、背の高い炉の頂部より燃
料と鉄鉱石などを投入し、炉の側面より送
風して炉内温度を上げ、炉底に溜まった溶
融物を外へ流し出して銑鉄を得る。
　反射炉（右）は、横長に築かれた炉内を
燃焼室（右端）と溶解室（中央）とに分離
するのが特徴で、高い煙突（左端）を利用
して通風を促し、燃焼室の火炎と熱風を
アーチ型天井に反射させて溶解室に送り込
む。溶けた銑鉄は、煙突の下部側面に空け
られた出湯口より鋳型に注がれる。
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６
億
３
４
０
０
万
円
を
か
け
た
設
備
投

資
で
、
25
人
の
新
規
雇
用
を
目
指
す
と

の
こ
と
で
す
。

　

協
定
書
調
印
を
終
え
、
花
田
憲
彦
町

長
は
「
過
疎
高
齢
化
が
進
行
す
る
阿
武

町
に
お
い
て
、
雇
用
の
促
進
は
も
ち
ろ

ん
、
町
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

に
も
社
を
挙
げ
て
ご
貢
献
い
た
だ
い
て

い
る
。
新
工
場
の
建
設
が
安
全
か
つ
順

調
に
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。　
　

　

永
井
規
夫
代
表
取
締
役
社
長
は
「
山

口
県
の
方
々
は
、
も
の
づ
く
り
に
対
し

て
心
を
込
め
ら
れ
る
人
間
性
を
持
っ
て

　

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
に
阿
武
町

へ
進
出
し
た
ジ
ャ
バ
ラ
メ
ー
カ
ー
の
株

式
会
社
ナ
ベ
ル
が
、
町
内
自
社
敷
地
内

に
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
。

昨
年
12
月
19
日
に
阿
武
町
役
場
で
山
口

県
の
矢
敷
商
工
労
働
部
長
立
ち
会
い
の

も
と
、
同
社
と
阿
武
町
に
よ
る
新
工
場

建
設
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
工
場
で
は
工
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
カ

バ
ー
製
作
や
、
折
り
た
た
み
式
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
製
作
、
延
べ
床
面
積

は
４
３
７
５
平
方
㍍
。
４
月
に
着
工

し
、
同
年
12
月
に
操
業
開
始
予
定
。
町

へ
の
投
資
額
で
は
過
去
最
大
と
な
る
約

阿
武
町
だ
よ
り

お
り
、
私
は
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
ま

す
。
１
０
０
年
先
を
見
据
え
、
人
材
確

保
・
育
成
に
注
力
し
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
我
々
も
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ

こ
阿
武
町
の
地
で
生
ま
れ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
生
活
を
、
家
族
と

と
も
に
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
株
式
会
社
ナ
ベ
ル

本
社
所
在
地
／
三
重
県
伊
賀
市
ゆ
め
が

丘
７
‐
２
‐
３

設
立
／
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
10
月

資
本
金
／
５
０
０
０
万
円

従
業
員
数
／
２
０
０
人
（
う
ち
山
口
工

場
は
約
１
５
０
人
）

事
業
内
容
／
金
属
工
作
・
加
工
機
械
用

部
分
品
製
造
業（
ジ
ャ
バ
ラ
製
品
製
造
）

売
上
高　

31
億
７
０
０
０
万
円

（
２
０
１
８
年
９
月
期
）

事
業
所　

本
社（
三
重
工
場
）、山
口（
阿

武
工
場
）

株
式
会
社
ナ
ベ
ル
が
新
工
場
を
増
設

４
月
着
工
、
25
人
規
模
の
新
規
雇
用

折りたたみ式ソーラーパネルを紹介する
永井規夫社長（左）と花田町長

既存の山口工場に隣接して新工場を建設

萩
の
特
産
品
が
勢
ぞ
ろ
い

「
お
土
産
シ
ョ
ッ
プ
」

　

萩
・
明
倫
学
舎
の
館
内
に
は
お
土

産
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
お
菓
子
や
、
地
酒
、
蒲
鉾
、
萩
焼

な
ど
約
８
０
０
種
類
の
多
彩
な
萩
な

ら
で
は
の
お
土
産
を
取
り
揃
え
て
い

ま
す
。

■
萩
焼

　

特
に
観
光
客
の
方
々
に
人
気
の
あ

る
お
土
産
物
は
萩
焼
で
す
。
４
０
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、「
萩
の
七

化
け
」
と
言
わ
れ
、
使
い
込
む
ほ
ど

に
出
る
深
い
味
わ
い
が
楽
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
当
店
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
や
色
の
お
茶
碗
や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
な
ど
、
常
時
１
０
０
点
以
上
を
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。

■
夏
み
か
ん
菓
子

　

夏
み
か
ん
菓
子
は
、
甘
さ
と
夏
み

か
ん
の
ほ
ろ
苦
さ
が
絶
妙
な
お
い
し

さ
で
人
気
で
す
。
ま
だ
熟
れ
る
前
の

青
い
夏
み
か
ん
を
ス
ラ
イ
ス
し
て

作
っ
た
“
あ
お
ぎ
り
”
と
呼
ば
れ
る

砂
糖
菓
子
は
、
観
光
客
の
方
か
ら
は

「
き
ゅ
う
り
か
と
思
っ
た
」
と
驚
か

れ
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・
緑
茶

と
よ
く
合
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く

だ
さ
い
。

■
カ
ー
ド
決
済
も
Ｏ
Ｋ

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
も
ち
ろ
ん
、

交
通
系
電
子
マ
ネ
ー
（
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ

や
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
な
ど
）
の
ご
利
用
が

可
能
で
す
。
残
念
な
が
ら
萩
の
各
駅

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で

は
多
く
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

萩
の
厳
選
し
た
特
産
品
を
取
り
揃

え
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
萩
・

明
倫
学
舎
へ
ご
来
館
の
際
は
ぜ
ひ
お

土
産
シ
ョ
ッ
プ
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）
へ
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
明
倫
学
舎

（
０
８
３
８
・
２
１
・
０
３
０
４
）

萩
・
明
倫
学
舎
通
信

萩焼

夏みかん　あおぎり
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

同窓会・同郷会だより ください！

情報

「最後の最後の最後の同窓会」
　平成28 年10 月、傘寿（80 歳）を迎え、年齢的に最後の
同期会になるだろうと東京目黒の雅叙園に集合。東洋一
の美術殿堂であるホテル内を見学、東京五輪を元気に見
ようとの合言葉で散会、34 人参加。
　平成29 年11 月、萩のグランドホテルに集合、懐かしき
故郷の思い出にひたり明倫学舎を巡った、45 人参加。
　平成30 年11 月、平成最後の年の思い出にしようと、最
後の最後の同期会を開催。国宝姫路城の雄姿を目に焼き
つけフラワーセンターで花と戯れ、明日への活力をも
らった、24 人参加。　　　　　　　　増山博英（宇部市）

姫路市内

萩高7期（昭和30年卒）
山口・関西合同同期会

11月28日

　萩高関西9期会は昨年
11月12～13日、奈良で、
最後の同期会を開きまし
た。全国各地から総勢25
人。初日は正倉院展の鑑
賞、奈良公園散策等、自由
行動の後、懇親の夕べ。そ
れぞれが近況を報告、互
いの健康を喜び合った。
2日目は聖林寺、談山神
社に、石舞台、高松塚古墳
等の飛鳥巡り。
　これが最後とあって、
惜別の情、抑えがたく、行

あしびの郷
さと

（奈良市）など　　「錦秋の大和路を巡る傘寿の旅」

萩高9期（昭和32年卒）関西同期会
11月12・13日

会員投稿

会員投稿

く秋を惜しみつつ「このつづきをもう１度」との声、多々あり。
　最後を飾るにふさわしい思い出深き旅となりました。　　

　学校と家庭・地域が連携・協働して子どもたちを育む
「コミュニティ・スクール」の普及・啓発をめざしたフォー
ラムが、山口県内外から約 450 名の教育関係者や地域
の方々などの参加を得て、山口県教育委員会の主催によ
り萩市で開催された。
　萩高校と萩総合支援学校の実践や、コミュニティ・ス
クールで学んだ大学生（萩東中卒）のふるさと萩への思

萩市民館

「教育維新」やまぐち地域
連携教育推進フォーラム

11月22日会員投稿

いなどが発表された。
萩高 2 年の國廣奈
菜子さん（椿、17 歳）
は、地域の課題をも
とに、今後のまちづ
くりに向けて「高校
生熟議」で話し合い
まとめた「ふるさと
の新たな魅力や萩市
の活性化への具体的
な方策」を提言した。「将来は萩に帰り、教育を通して萩市

に貢献したい」と話す國廣奈菜子さん

山口県教育庁　山根昌浩（萩市）

　固い絆と熱き友情、そして大きな感動をありがとう。　
　　　　　　　　　　　　　　幹事　大野綱之（奈良市）
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「
和
晃
」
は
、
１
９
８
１
年
に
萩

市
出
身
の
井
町
正
さ
ん
（
86
歳
、
萩

高
４
期
、
昭
和
27
年
卒
）
が
創
業
。

２
０
０
８
年
に
全
国
菓
子
大
博
覧
会
兵

庫
で
「
京
都
伏
見　

酒
ま
ん
じ
ゅ
う
」

が
名
誉
総
裁
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
伏
水
菓
蔵
本
店
」
で
は
、
地
元
伏

見
の
お
酒
と
仕
込
み
水
を
使
っ
た
酒
ま

ん
じ
ゅ
う
や
わ
ら
び
餅
、
酒
蔵
の
軒
下

に
吊
る
さ
れ
て
い
る
杉
玉
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
杉
玉
そ
ぼ
ろ
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
を

揃
え
て
い
る
。「
杉
玉
」
は
、
萩
市
内

の
自
社
管
理
農
園
の
夏
み
か
ん
や
宇
治

抹
茶
を
使
っ
た
人
気
商
品

　

代
表
取
締
役
社
長
の
井
町
充
宏
さ
ん

は
「
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
酒
蔵
の
立

ち
並
ぶ
中
心
地
で
お
店
を
持
つ
こ
と
が

長
年
の
夢
で
し
た
。
伏
見
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
な
る
店
舗
に
な
る
よ
う
に
、

地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
店
作
り
に
励

み
、
観
光
の
お
客
様
に
は
ま
た
伏
見
に

来
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
心
が
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

■
伏
水
菓
蔵
本
店

住
所
／
京
都
市
伏
見
区
上
油
掛
町
33

電
話
／
０
７
５
・
６
０
４
・
２
２
３
７
）

営
業
時
間
／
10
：
00
〜
18
：
00（
不
定
休
）

イ
ー
ト
イ
ン
32
席

＊
和
菓
子
詰
合
せ
（
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
、

わ
ら
び
餅
、
杉
玉
、
宇
治
抹
茶
せ
ん
べ

い
）
３
０
０
０
円
（
税
・
送
料
別
）
を

ネ
ッ
ト
通
販
し
て
い
る
。

京都

和晃・特別顧問の井町正さん（左）、社長の井町充宏さん

萩ゆかりの店

「
学
び
舎
を
去
り
し
仲う
か
ら間

の
永と

わ遠
に
あ
れ　

春
夏
秋
冬 

絆
忘
れ
じ
」

木
間
小
中
学
校
跡
に
陽
先
生
の
歌
碑

　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
か
ら
５
年

間
、
木
間
中
学
校
に
赴
任
し
、
後
に
萩

市
教
育
長
を
務
め
た
陽
信
孝
さ
ん
（
椿
、

79
歳
、
萩
高
９
期
）
が
、
木
間
小
中
学

校
の
閉
校
記
念
し
て
詠
ん
だ
短
歌
の
歌

碑
が
完
成
し
た
。

　

木
間
小
中
学
校
は
昨
年
３
月
に
閉
校

し
、１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
開
校
以
来
、

１
３
５
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
閉

校
式
の
際
に
陽
先
生
か
ら
贈
ら
れ
た
歌

に
感
動
し
た
教
え
子
た
ち
が
、
歌
碑
と

し
て
学
校
敷
地
内
に
残
す
こ
と
を
決
め
、

「
陽
先
生
歌
碑
設
立
実
行
委
員
会
」（
阿

嶋
忠
治
会
長
）
を
組
織
し
、
寄
付
金
を

集
め
て
建
立
、
昨
年
10
月
14
日
に
除
幕

式
が
行
わ
れ
た
。

　

閉
校
に
あ
た
り
陽
さ
ん
は
、
記
念
誌

に
次
の
よ
う
に
寄
稿
し
た
。

　
「
今
は
亡
き
妻
八
重
子
と
期
待
と
不

安
を
抱
き
つ
つ
、
萩
セ
ン
タ
ー
か
ら
木

間
に
向
っ
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
間
、
子

ど
も
た
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
深
く
、

厚
く
、
あ
っ
た
か
く
、
今
も
な
お
続
く

絆
が
続
い
て
い
る
。
新
婚
の
地
で
あ
り
、

木
間
で
生
ま
れ
た
二
人
の
娘
を
優
し
く

育
ん
で
い
た
だ
い
た
切
っ
て
も
切
れ
な

い
絆
を
生
ん
だ
。
妻
が
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
を
患
っ
て
か
ら
も
何
度
訪
れ
た

こ
と
か
・
・
」

　

陽
さ
ん
の
自
伝
を
も
と
に
製
作
さ
れ

た
映
画
「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」
で
も

回
想
シ
ー
ン
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

　

陽
さ
ん
は
「
教
師
冥
利
に
尽
き
る
と

は
こ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
妻
と
常
に
話

し
て
き
た
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
教
育

の
結
果
は
30
年
、
50
年
過
ぎ
て
出
て
く

る
も
の
で
、
喜
怒
哀
楽
い
ず
れ
の
時
で

も
声
を
か
け
て
く
れ
た
時
、
私
た
ち
の

教
育
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
・
・
」

と
話
し
て
い
る
。

木間小中学校の敷地内の歌碑と陽信孝さん

「伏
ふ し み か ぐ ら

水菓蔵本店」
　京菓子の製造販売会社・株式会社和

わ こ う

晃が、昨年12
月15日、京都市伏見の酒蔵の町並みにイートイン付
き和洋菓子店「伏水菓蔵本店」をオープンした。
　京都・伏見は、坂本龍馬ゆかりの寺田屋や、長州藩
などの大名屋敷にほど近い、酒蔵が建ち並ぶ酒処。
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■
「
ふ
る
さ
と
の
食
に
っ
ぽ
ん
の
食
」

全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

日
本
全
国
の″
ふ
る
さ
と
の
食
”を
楽

し
み
な
が
ら
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
。萩
の

地
ビ
ー
ル
、夏
み
か
ん
菓
子
、か
ま
ぼ
こ

な
ど
を
販
売
。

３
月
９
日
（
土
）、
10
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

東
京
都
渋
谷
区
神
南
２
‐
２
‐
１

代
々
木
公
園
（
ケ
ヤ
キ
並
木
・
イ
ベ
ン

ト
広
場
）、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
前
広
場
な
ど

＊
入
場
無
料

問
（
０
３
・
５
７
７
７
・
８
６
０
０
）

■
地
方
分
権
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
地

方
の
提
案
で
国
の
制
度
が
変
わ
る

　

藤
道
健
二
萩
市
長
が
萩
市
の
取
組
事

例
（
薬
局
の
管
理
薬
剤
師
の
兼
務
許
可

要
件
の
緩
和
）
を
紹
介
し
ま
す
。

３
月
22
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
１
‐
７
‐
２

大
手
町
サ
ン
ケ
イ
プ
ラ
ザ
４
階
ホ
ー
ル

内
容　

基
調
講
演　

神
野
直
彦
（
東
京

大
学
名
誉
教
授
）、
取
組
事
例
紹
介　

木
本
美
喜
（
鳥
取
県
福
祉
保
健
部
職

員
）、
藤
道
健
二
（
萩
市
長
）、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

＊
事
前
申
込
が
必
要（
定
員
６
０
０
人
）

地
方
分
権
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局

（
０
３
・
３
８
２
４
・
７
２
３
１
）

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
東
地
区

■
大
阪
指
月
会

　

関
西
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

４
月
21
日
（
日
）正
午
〜
午
後
２
時
30

分大
阪
市
淀
川
区
宮
原
４
‐
２
‐
１

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
大
阪

（
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

（
０
９
０
・
１
７
１
７
・
３
９
４
６
）伊
藤

■
三
輪
和
彦
個
展
「
観
自
在
―
あ
た
ら

し
い
遊
を
愉
し
む
―
」

３
月
14
日
（
木
）
〜
20
日
（
水
）

京
都
市
中
京
区
下
御
霊
前
町
６
３
８
‐
１

か
づ
ら
せ
い
寺
町
店

（
０
７
５
・
２
５
３
・
２
５
２
５
）

■
「
作
陶
40
周
年　

兼
田
昌
尚
展
」

３
月
14
日
（
木
）
〜
20
日
（
水
）

広
島
市
中
区
胡
町
６
‐
26

広
島
福
屋
八
丁
堀
本
店　

７
階
美
術
画

廊（
０
８
２
・
２
４
６
・
６
１
１
１
）

■
「
岡
田
泰　

作
陶
展
」

３
月
６
日
（
水
）
〜
11
日
（
月
）

福
岡
市
中
央
区
天
神
２
‐
１
‐
１

福
岡
三
越
９
階
‐
岩
田
屋
三
越
美
術
画

廊（０
９
２
・
７
２
６
・
７
７
８
９
）

■
「
水
津
和
之　

茶
陶
展
」

４
月
10
日
（
水
）
〜
16
日
（
火
）

福
岡
市
中
央
区
天
神
１
‐
４
‐
１

大
丸
福
岡
天
神
店　

本
館
６
階
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
９
２
・
７
１
２
・
８
１
８
１
）

■
大
井
中
学
校
同
窓
会

　

会
費
は
３
千
円
、
参
加
申
込
は
３
月

末
ま
で
。

４
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
９
時

大
井
小
中
学
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
８
・
１
２
９
５
）
阿
武

■
萩
八
景
遊
覧
船

　

３
月
１
日
か
ら
運
航
を
開
始
。
桜
の

開
花
時
期
に
は
、
通
常
の
運
航
コ
ー
ス

（
40
分
）
を
延
長
し
、
橋
本
川
の
河
川

沿
い
の
桜
並
木
を
眺
め
る
桜
鑑
賞
コ
ー

ス
（
50
分
）
を
運
航
。

３
月
１
日
（
金
）
〜
11
月
30
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
11
月
は
午
後

３
時
30
分
ま
で
）

指
月
橋
横
発
着
場
（
堀
内
、
萩
城
跡
入

口
付
近
）

料
金　

大
人
１
２
０
０
円
、
小
人

６
０
０
円
（
定
員
12
人
）

萩
八
景
遊
覧
船

（
０
８
３
８
・
２
１
・
７
７
０
８
）

■
萩
・
明
倫
学
舎
２
周
年
記
念
ス
ペ

シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

３
月
３
日
（
日
）
高
重
翔
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー　

11
時
30
分
〜
、
14
時
〜
、
旧

萩
藩
校
明
倫
館
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー　

14
時
30
分
〜
、
歴
史
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

九
州
地
区

関
西
地
区

萩
市
関
係

　

萩
市
内
の
入
選
者
（
陶
芸
）
は
、
岡

田
裕
、
岡
田
泰
、
渋
谷
英
一
、
波
多
野

善
蔵
、
松
尾
藻
風
、
松
尾
優
子
。

・
２
月
21
日
（
木
）
〜
３
月
10
日
（
日
）

広
島
市
中
区
上
幟
町
２
‐
22

広
島
県
立
美
術
館

（
０
８
２
・
２
２
１
・
６
２
４
６
）

・
３
月
12
日
（
火
）
〜
17
日
（
日
）

松
山
市
一
番
町
３
‐
１
‐
１

松
山
三
越

（
０
８
９
・
９
４
５
・
３
１
１
１
）

「
日
本
伝
統
工
芸
展
・
巡
回
展
」

中
国
地
区

「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
〜
若
き
志
士
た
ち
」

10
時
30
分
〜
、
13
時
〜
、
15
時
〜

３
月
９
日（
土
）萩
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ア

パ
エ
リ
ア
試
食
会　

12
時
〜
13
時

＊
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料

萩
・
明
倫
学
舎

（
０
８
３
８
・
２
１
・
０
３
０
４
）

■
萩
・
し
ろ
魚
ま
つ
り

　

お
ど
り
食
い
無
料
サ
ー
ビ
ス（
10
時

30
分
〜
、
13
時
〜
）、
し
ろ
魚
雑
炊

（
２
０
０
円
）、
し
ろ
魚
即
売（
千
円
）

な
ど
。
海
況
に
よ
り
即
売
中
止
あ
り
。

３
月
３
日
（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３

時山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市
場

萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
７
５
０
）

■
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ア
２
０
１
９

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念

３
月
８
日
（
金
）
18
時
30
分
〜
、
サ
ン

ラ
イ
フ
萩
、
記
念
講
演
会
「
和
食
は
な

萩
産
マ
フ
グ
を
萩
し
ー
ま
ー
と

か
ら
直
送
し
ま
す
。

①
「
萩
の
天
然
真
ふ
ぐ
鍋
セ
ッ
ト
」

３
５
０
０
円
（
税
別
）

　

萩
産
マ
フ
グ
が
活
き
た
ま
ま
萩
漁
港

に
水
揚
げ
さ
れ
る
時
期
だ
け
の
季
節
限

定
販
売
。
家
庭
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う

に
マ
フ
グ
一
匹
を
丸
ご
と
さ
ば
き
、
刺

身
な
ど
に
仕
立
て
て
提
供
し
ま
す
。

内
容　

マ
フ
グ
の
刺
身
2
〜
3
人
前
、

マ
フ
グ
の
ア
ラ
と
１
口
大
カ
ッ
ト
の
身
、

「
萩
魚
の
ふ
ぐ
ポ
ン
酢
」、
ね
ぎ
と
も
み

じ
お
ろ
し

②
「
萩
の
天
然
真
ふ
ぐ
生
み
が
き
」

特
大（
２
〜
２
・
５
㌔
）
３
８
０
０
円
、

大
（
１
・
５
〜
２
㌔
）
３
０
０
０
円
、

中
（
１
〜
１
・
５
㌔
）
２
５
０
０
円

（
い
ず
れ
も
税
別
）

　

３
枚
に
お
ろ
し
て
刺
身
、
鍋
、
か
ら

揚
げ
な
ど
に
調
理
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
冷
蔵
便
で
発
送
、
別
途
送

料
・
箱
代
等
が
必
要

■
申
込　

道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
９
３
７
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
で
検
索萩の天然真ふぐ鍋セット
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・
萩
市
政
で
は
、２
月
下
旬
に
ま
と
ま
っ

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、

旧
明
倫
小
学
校
３
・
４
号
棟
の
あ
り
方

（
活
用
）
に
つ
い
て
の
判
断
、
４
月
以

降
に
ま
と
ま
る
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア

の
適
地
調
査
を
受
け
て
、
配
備
に
つ
い

て
の
判
断
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。

　

国
政
で
は
、
５
月
の
改
元
、
７
月
の

参
院
選
、
10
月
の
消
費
増
税
な
ど
身
近

な
話
題
で
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
１
年

に
な
り
そ
う
。

・
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
お
か
げ
で
、
映

画
・
音
楽
な
ど
日
々
恩
恵
を
受
け
て
い

る
が
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
処
理
に
優
れ

た
Ａ
Ｉ 

（
人
工
知
能
）
の
台
頭
に
よ
り
、

今
だ
か
ら
こ
そ
人
間
に
で
き
て
機
械
に

で
き
な
い
こ
と
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
。
機
械
は
現
在
し
か
捉
え
ら
れ
な
い

が
、
人
間
は
現
在
を
点
で
な
く
、
未
来

と
過
去
を
同
時
に
含
ん
だ
空
間
と
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
新
旧
デ
ィ
ー
バ
（
歌
姫
）
の
映
画
。

「
私
は
マ
リ
ア
・
カ
ラ
ス
」、
カ
ル
メ
ン
、

ノ
ル
マ
な
ど
全
盛
期
の
歌
声
が
聴
け
る
。

「
ア
リ
ー
／
ス
タ
ー
誕
生
」、レ
デ
ィ
ー
・

ガ
ガ
の
歌
う
主
題
歌
は
米
国
グ
ラ

ミ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
Ｗ
受
賞
。

        

（
広
報
特
別
参
与　

山
本
章
三
）

編
集
後
記

ぜ
美
味
し
い
〜
日
本
列
島
の
贈
り
物
」

巽た
つ
み

好
幸
（
神
戸
大
学
教
授
）

３
月
９
日（
土
）12
時
〜
16
時
、萩
・
明
倫

学
舎
、パ
エ
リ
ア
試
食
会（
無
料
）、萩
ジ

オ
パ
ー
ク
お
試
し
ツ
ア
ー（
事
前
申
込
）

３
月
10
日
（
日
）
10
時
〜
18
時
、
阿
武

町
町
民
セ
ン
タ
ー
、
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
体

験
ブ
ー
ス
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ジ
オ
パ
ー

ク
の
楽
し
み
方
」

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

（
０
８
３
８
・
２
１
・
７
７
６
５
）

■
萩
の
真
ふ
ぐ
ま
つ
り

　

真
ふ
ぐ
鍋
（
限
定
千
食
）、真
ふ
ぐ

味
め
ぐ
り
（
限
定
２
０
０
食
）の
販
売

（
10
時
15
分
〜
）、お
刺
身
無
料
試
食（
先

着
５
０
０
人
、11
時
〜
）、握
り
寿
司（
限

定
１
０
０
食
）の
特
売
（
12
時
〜
）な
ど

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
２

時山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市
場
・
道
の

駅
萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
９
３
７
）

■
萩
し
ー
ま
ー
と
「
長
州
サ
ム
ラ
イ
市

場
」

　

萩
産
マ
フ
グ
か
ら
揚
げ
無
料
試
食

（
先
着
１
０
０
人
）、
萩
産
マ
ト
ウ
ダ
イ

の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆
チ
ッ
プ
ス
無
料
試
食

（
先
着
１
０
０
人
）、
萩
の
郷
土
料
理
い

と
こ
煮
無
料
試
食
（
先
着
50
人
）
サ
ム

ラ
イ
め
し
特
別
販
売
、
お
魚
捌
き
方
教

室
な
ど
。
海
況
に
よ
り
変
更
あ
り
。

３
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
９
３
７
）

■
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
日
本
代
表
選
手

最
終
選
考
会

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
登
竜
門

と
な
る
大
会
が
萩
市
川
上
で
開
催
。
萩

市
民
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
す

カ
ヌ
ー
選
手
も
参
加
。

４
月
20
日
（
土
）
〜
21
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
（
萩
市
川

上
池
ヶ
原
）

＊
有
料
観
覧
席　

２
８
０
０
円

（
２
０
０
席
）

萩
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
５
５
１
９
）

■
第
77
期
萩
対
局
名
人
戦
七
番
勝
負
第

２
局

　

将
棋
界
の
８
大
タ
イ
ト
ル
戦
で
最
も

伝
統
あ
る
名
人
戦
が
初
め
て
萩
市
で
開

催
。
名
人
戦
は
７
番
勝
負
で
行
わ
れ
、

先
に
４
勝
し
た
棋
士
が
「
名
人
」
の
栄

冠
。
佐
藤
天
彦
名
人
へ
の
挑
戦
者
は
３

月
に
決
ま
る
。

４
月
22
日
（
月
）
〜
23
日
（
火
）

松
陰
神
社
立
志
殿

＊
直
接
観
戦
は
で
き
な
い
が
、
ネ
ッ
ト

「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
」
で
中
継
さ
れ
る
。

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
２
）

■
「
２
０
１
９
冬
の
ぶ
ら
り
萩
あ
る
き

パ
ス
ポ
ー
ト
」

　

萩
市
観
光
協
会
が
グ
ル
メ
や
温
泉
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ま
と
め
た
。
飲
食
店

や
土
産
店
な
ど
28
店
舗
、
日
帰
り
温
泉

７
施
設
の
料
金
割
引
、
萩
博
物
館
や
明

倫
学
舎
な
ど
観
光
施
設
の
割
引
ク
ー
ポ

ン
付
（
利
用
期
間
は
３
月
31
日
ま
で
）。

萩
市
観
光
協
会

（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
７
５
０
）

■
飲
食
店
ガ
イ
ド
「
萩
の
旨
旅
」

佐
内
保
男　
　
　
　
（
東
京
都
中
央
区
）

柴
田
洋
子　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

佐
伯
京
子　
　
　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

眞
渕
瑤
子　
　
　
　
（
大
阪
府
豊
能
町
）

藤
原
明
源　
　
（
高
知
県
高
知
市
）特
別

大
倉
豊
仁　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

西
村
純
男　
　
　
（
広
島
県
廿
日
市
市
）

松
野
俊
男　
　
　
　
（
愛
知
県
江
南
市
）

　
　
（
12
月
11
日
〜
2
月
20
日　

８
人
）

《
特
別
賛
助
会
員
》

新
谷
周
三　
　
　
　
（
千
葉
県
松
戸
市
）

大
賀
進　
　
　
　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

出
版
情
報

　

萩
市
観
光
協
会
が
飲
食
店
情
報
を
ま

と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
Ａ
５
判
、
20

ペ
ー
ジ
）。
萩
市
、
阿
武
町
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、
居
酒
屋
、
バ
ー
、

ス
ナ
ッ
ク
な
ど
１
４
９
店
舗
を
掲
載
。

■
「
め
ば
る
の
部
屋
」

　

少
女
時
代
に
「
め
ば
る
」
と
呼
ば
れ

て
以
来
、
そ
の
透
き
と
お
っ
た
瞳
で
見

た
日
常
の
出
来
事
や
飼
い
犬
の
こ
と
な

ど
を
、
面
白
お
か
し
く
綴
っ
た
心
和
む

一
冊
。
著
者
は
須
佐
出
身
、
萩
光
塩
学

院
高
等
学
校
昭
和
45
年
卒
業
、
67
歳
。

２
０
０
３
年
に「
あ
の
春
以
来
」を
出
版
。

鳥と
り
き
り切

か
ず
み
（
東
京
都
在
住
）

文
芸
社　

９
０
０
円
（
税
別
）

（
０
１
２
０
・
２
９
・
９
６
２
５
）

■
選
挙
日
程

山
口
県
議
会
議
員
選
挙

投
開
票
日　

４
月
７
日
（
日
）

①
「
萩
の
天
然
真
ふ
ぐ
刺
身
２
人
前

（
21
㌢
皿
盛
）」（
萩
し
ー
ま
ー
と
提
供
）

を
１
名
様
に
。

②
萩
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
萩
に
ゃ
ん
。」

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
（
萩
ガ
ラ
ス
工
房
提

お
知
ら
せ

供
）
を
２
名
様
に
。

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
３
月
20
日
必
着
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

清
水
教
昭　
　
　
　
　
　
　
（
阿
武
町
）

鹿
野
俊
二　
　
　
（
千
葉
県
習
志
野
市
）

山
本
正
義　
　
　
（
広
島
県
廿
日
市
市
）

山
本
博
通　
　
　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

池
本
和
人　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

出
羽
修　
　
　
　
　
（
大
阪
府
摂
津
市
）

倉
重
光
宏　
　
　
　
　
　
　
（
宇
部
市
）

須
郷
昌
徳　
　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

川
渕
正
臣　
　
　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

中
村
正
彦　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

大
久
保
裕
元　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

伊
藤
清
人　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

平
野
出　
　
　
　
　
（
東
京
都
品
川
区
）

　
　
（
11
月
15
日
〜
2
月
20
日　

15
人
）
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全国のネットワーク会員に、年6回隔月で郵送
発行月　1・3・5・7・9・11月号

（1994年10月創刊）
会費　一般2,000円、特別賛助10,000円
会員数　1,574人（2018年３月末現在）

ふるさと情報紙「萩ネットワーク」
萩ネットワーク協会　☎0838・25・3178

「描かれた萩の「描かれた萩の大大
ジ オジ オ

地地～絵図にかくされた～絵図にかくされた
大地と人の物語」大地と人の物語」

※設備改修工事のため３月31 日（日）まで休館。
普通展示（浮世絵、東洋陶磁、陶芸）は、４月2 日（火）から開館。

3月16日㊏～5月12日㊐

　日本ジオパーク認定記念展。江戸時代以降に描かれた絵画や絵図
を通して、萩の台地の上で営まれた生活や文化などを読み解く。萩
出身の地質学者・日本画家の高島北海の足跡を振り返り、長門峡な
どの絵画も紹介。４月 12日（金）は展示替え。
■観覧料　大人 510 円、高・大学生 310 円、小・中学生 100 円

マイヤ・ロウエカリ「桜の花の雨」　

2017 年　マリメッコ・スピリッツ展

　フィンランド陶芸の黎明期から黄金
時代と呼ばれる1950 ～60 年代までを
中心として体系的に紹介する画期的な
展覧会。

萩への立ち寄り観光スケジュール
トワイライトエクスプレス瑞風

3 月 31 日、4 月 7 日、21 日、5 月 12 日
いずれも日曜日 
8:40　東萩駅到着／ 12:08　萩駅出発（予定）

「フィンランド陶芸　芸術家たちの「フィンランド陶芸　芸術家たちの
ユートピア」ユートピア」 4月20日㊏～6月30日㊐

　フィンランドを代表するテキス
タイルブランド、マリメッコを担
う3 人のデザイナーの代表作など
を紹介。

同時開催「マリメッコ・スピ「マリメッコ・スピ
リッツ　フィンランド・ミーリッツ　フィンランド・ミー
ツ・ジャパン」ツ・ジャパン」

～3月31日（日）
◇萩まちじゅう味めぐり・萩温泉郷湯めぐ
りキャンペーン
～3月21日（木・祝）10:00～
◇萩・椿まつり
3月2日（土）・3日（日）・9日（土）・10日（日）
10:00～16:00
◇萩往還梅林園まつり　
～4月3日（水）
◇萩城下の古き雛たち　

萩市観光協会 ☎0838・25・1750
ントカレンダ−べイ

旧久保田家住宅ほか 16 カ所

市内各所

笠山椿群生林

萩往還梅林園

3月1日～11月30日9:00～16:00 (11月は～
15:30）
◇萩八景遊覧船の運航　
3月3日（日） 10:00～15:00 
◇萩・しろ魚まつり
3月10日（日） 10:00～14:00
◇萩の真ふぐ祭り
5月1日（水・祝）～5日（日・祝）9:00～17:30
◇萩焼まつり
5月3日（金・祝）・4日（土・祝）10:00～15:00
◇萩・大茶会

道の駅「萩しーまーと」横

萩城跡横指月橋

道の駅「萩しーまーと」横

萩市民体育館

萩城跡指月公園ほか

幕末期の笠山（「萩両大川辺・奈古屋島辺之図」毛利博物館蔵）前期展示


